お巧い合わせ巧一覧 


お願いとご注意 

-重要なお知己せ一 


SoftBanK 


SoftBank 003 P 


お困りのとをや、ご不明な点などございました5、お気鞋に下記お問い台わせ窓□までご運緒<ださい。 


ソフトパンクカスタマーヴポート 


然をまの 


紛失•巧障受付 

ソフトバンク携帯電話から 1已7 (無料） 

-般電話か6 ® 0800-919-0157 (無料） 


ソフトバンク携帯電話か5 113 (無料） 

-般電話か5 ©0800-919-0113 (無料） 


ス7—トフオンテクニカルヴポートセンター 


スマートフォンの操作案のはこち 5 

ソフトバンク携帯電話から 151(無料） 一般電話か5 ©08 日 0-1 70日-151(無料) 


ソフトバンクモパイル固隐コールセンター 

巧がか 5 のお巧いをわせおよびを難 • 紛失のご連結 

+8 1-3-53 己 1-3491 (有料、ソフトバンク携帯電話か引ま無料) 


2012年3月第3版発行ソフトパンクモパイル株式をな 

製造元：バナソニックモパイルコミュニケーシヨンズ巧式をな 

3TR100395BAA 

80811-2 


知的財産ちについて 


■肖像権について 

他人か6無断で写真を握6れたり、撮られた写真を無断で公 
表されたり、利用されたりずることびないように主張でをる 
権利び肖像権でず。肖像権には、誰にでち認め6れている人 
格権と、タレントなど経済的利猫こ着目した巧屋権（パプリ 
シティ権）があります。したがって、勝手に他人やタレント 
の写真を撮って公開したり、配布した0することは違法行為 
となりまずので、適切なカメラ機能のご使用をむびけてくだ 
さい。 

■著作権について 

音楽、映像、コンビュータ•プ□グラム、データべースなど 
は著作権まにより、その善作物およびき作権者の権利びな護 
されています。こうした著作物を複製することは、個人的に 
または家庭巧で使用する目的でのみ巧うことができまず。上 
記の目的を超えて、権利ちの了解なくこれを複製（データお 
式の変換を含む)、改を、複製物の譲ミ度、ネットワーク上での 
配信などを行うと、「害作権信害」 r 善作者人格権侵害」とし 
て損害賠償の請ボや刑事姐罰を受けることがありまず。本製 
品を使用して複費などをなされるとさは、著作権法を遵守の 
ラえ、適切なご使用をむびけていただをまずよラ、お願いい 
たしまず。また、本數品にはカメラ機能ぴ搭載されていまず 
び、本カメラ磯能を使用して記録したものにつをましても、 
上記と同様の適切なご使用をむびけていただきますよう、お 
願いいたします。 

•お客様は別途害作権ちの許諾なく本製品に搭載されたソフ 
トウェアの全部または一部を、複製をしくは改変、 A — ド 
ウェアか6のが器、をアセンブル、逆コンパイル、リバー 
スエンジニアリングなどの行為を自 6 せずまたは第二者に 
さなないでください。またその利巧を行わないでください。 


本製品は、 MPEG-4 Patent Portfolio License 及び AVC 
Patent Portfolio License に基づきライセンスされており、 
しソ下に記載する行為に係るお客様の個人的かつ非営利目的の 
使用を除いてはライセンスされてお0ません。 

•画像情報を MPEG-4 Visual、AVC 規宿に準拠して似下、 
MPEG-4/AVC ビデオ）を記録すること。 

• 個人的活動に従事する消費ちによって記録された 
MPEG-4/AVC ビデオ、または、ライセンスをラけた提供 
ちか6入ました MPEG-4/AVC ビデオを再生すること。 
詳細については MPEG LA, LLC. (http://www.mpegla.com) 
をご参照ください。 


MPEG Audio Layer-3 音声圧縮技術は、 Fraunhofer IIS およ 
び Thomson からライセンスを受けています。 

曰 R コードは株式会社デンソーウェープの登録商標です。 
microSDHC □コ'は SD-3C, LLC の商標です。 

i=ra 

「とるキャラ」は株式会社ニコンの商標です。 

「プリプ U まろん」は株式会社シフカの登録商標です。 

Wi-Fi は、 Wi-Fi Alliance の登録商標です。 

gS Bluetooth® is a registered 

63 DIUcIDnin trademark of the Bluetooth 
w SIG. Inc. 

The Bluetooth word mark and logos are owned by the 
Bluetooth SIG, Inc. and any use of such marks by 
Panasonic Mobile Communications Co., Ltd. is under 

lie 巨 ns 白. 

Other trademarks and trade names are those of their 

「巨 sp 色 ctiv 白 own 巨 rs. 


□ 


Powered by 
ADOBE* FLASH^ 


Contains Adob が 
円 as が Player by 
Adobe Systems 
Incorporated. 

Adobe Flash Player 

Copyright © 1996-2011 Adobe Systems 
Incorporated. All rights reserved. 

Adobe and Flash are either registered trademarks or 
trademarks of Adobe Systems Incorporated in the 
United States and/or other countries. 


フイッ トキ ー及び Fit Key の曰本語/英語変換はオムロンソフ 
トウエアの iWnnIME を利用しています。 
iWnnIME © 0MR0N SOFTWARE Co., Ltd. 2009-2011 
All Rights Reserved. 


SOFTBANK およびソフトバンクの名称、□コは日本国およ 
びその他の国におけるソフトバンク株式会社の登録商標また 
は商標です。 


S! メール、デコレメール、楽デコはソフトバンクモバイル株 
式会社の登録商標または商標です。 


「Yahoo!」 および 「Yahoo!」「Y!」 の□ゴマークは、米国 
Yahoo! Inc. の登録商標または商標です。 


本製品は、 InterDigital Technolo 邑 y 社からのライセンスに 
基づさ生産-販売されています。 


その他、本書に記載されている会社名および製品名は、各社 
の登録商標または商標です。 


本製品には GNU General Public License (GPL). GNU 
Lesser General Public License (LGPL) 去の他に基づきラ 
イセンスさ打るソフトウェアび含まれています。お客様は、 
当該ソフトウェアのソースコードを入手し、 GPL または 
LGPL に従い、複製、頒布及び改変することびできます。 

ソースコードの入手ち法に関しては、下記 URL へ接続の上、 

ご確認 < ださい。 

http://panasonic.jp/mobile/gpl-s/ 

なお、ソースコードの内容等についてのご質問にはお答えし 
かねますので、予めご了承<ださい。携帯電話か6のダウン 
□—ドは行えません。ダウンロードはお手持ちのバソコンを 
ご利用 < ださい。 

当該ソフトウェアに関ずる詳細 （GPL/LGPL の各ライセンス 
文含む）は、ホーム画面でに置！]-►[設定 ]-►[ 端末情報]一 
[を的情報]の手順で確認することびでさます。 

Adobe " Flash " Player のエンドユーザ.ライ七ジス異約 

な下のエンドユーヴ-ライセンス契約をご参照ください。 

り） a prohibition against distribution and copyin 呂 .（ii) a 
prohibition against modifications and derivative works, 
(iii) a prohibition against decompiling, reverse 
engineering, disassembling, and otherwise reducing 
the software to a human-perceivable form, (iv) a 
provision indicating ownership of the Software by 
Panasonic and its suppliers, (v) a disclaimer of 
indirect special, incidental, punitive, and 
consequential damages, and (vi) other industry 
standard disclaimers and limitations, includin 呂， as 
applicable: a disclaimer of all applicable statutory 
warranties, to the full extent allowed by law, a 
limitation of liability not to exceed the price of this 
Product, and/or a provision that the end user’s sole 
remedy shall be a right of return and refund, if any, 
from Panasonic or its Distributors. 


お願いとごを意 


■ご利用にあたって 

♦ USIM カードや、 USIM カード装着済みの本機を盜難* 
紛失された場合は、必ずお問い合わせ巧（なお問い合 
わせ巧一覧）までご連絡のラえ、緊急利用停止の手続 
きを巧ってください。 

•事故や故障、修理などにより本機や SD カードに登録 
したデータ（電話限•画像-音楽など）が消失•変化 
したとをの損害につをましては、当社では養任を負い 
かねますのであ5かじめご了承ください。大切な電話 
帳などのデータは、控えをとっておかれることをおず 
すめしまず。 

•本機は、電液を利用しているため、特に屋内や地下街、 
トンネル内などでは電波び届をに<ぐなり、通話やワ 
ンセグ視聴び困難になることびあります。また、通話- 
ワンセグ視聴中に電波:!犬態の悪い場所へ移動ずると、 
通話やワンセグ映像び急に途切れることびありまずの 
で、あ6かじめご了承ください。 

• 本機を公共の場所でご利用いただくとをは、周囲の迷 
惑にな5ないようにごを意ください。 

♦本機は電液法に定められた無線局でず。従って、電液 
法に基づく検査を受けていただくことびちります。あ 
5かじめご了承ください。 

• —般の電話機やテレビ、ラジオなどをお使いになって 
いる近くで使用ずると、雑音び入るなどの影響をちえ 
ることびありますので、ごま意ください。 

•傍受（ぼうじゅ）にごを意ください。本機は、デジタ 
ル信号を利用した傍受されにくい商品ですび、電波を 
利用している関係上、通常の手段を超える方法をとら 
れたとをは第云ちび巧意に傍受ずるケースちまった< 
ないとは言えません。この点をご理解いただいたラえ 
で、ご使用ください。 

• 傍受とは、無線連絡の内容を第兰者び別の受信機で 
故意または偶然に受信ずることでず。 

•インターネットのサイトには、悪質なものや有害なも 
のもありまず。特に、個人情報の書き込みなどは慎重 
に行いましよラ。 

•この製品には、リチウムイオン電池を使用 
していまず。リチウムイオン電池はリヴイ 
クル可能な貴重な資源です。 

Li-ion 00 


潑 


お願いとごを意 


•周巧な帯について 

本機の团 uetoothT 機能び使用ずる周渡数帯は次のと 

お0でず。 

I -1 • 2.4 GHZ 帯を使用する無線機器で 

, 2.4 FH 1 す。変調ち式として RH - SS ち式 

I __ i __ i __ I を採巧し、ち干渉距離は1 Om む 

下でず。 

• 2400 MHz 〜2483.已 MHz の全帯域を使用し、か 
つ移動体識別装置の帯域を回避不可であることを意 
ほします。 

• ご利用の国によっては团 uetoot がの使用び制限さ 
れている場合びあります。その国/地域の法規制な 
どのを件を確認の上、ご利用ください。 

本機の Wi-Fi 機能が使用ずる周液数帯は;欠のとおりでず。 

• 2.4 GHZ 帯を使用する無線機器で 
す。変調ち式として DS-SS ち式 
/OFDM 方式を採用し、ち干が 
S 巨離は 40 mlU 下でず。 

• 2400 MHz 〜2483.己 MHz のを帯域を使用し、か 
つ移動体識別装置の帯域を回避可能であることを意 
ほしまず。 

• ご利用の国によっては Wi - 円の使用び制限されている 
場合びあります。その国/化域の法規制などの条件 
を確認の上、ご利用ください。 

• Wi-Fi にごいてのお願い 

電気製品 • AV • 0 A 機器などの磁気を帯びているところ 

や電磁波び発をしているところで使用しないで<ださい。 

• 磁気や電気雑音の影響を受けると雑音び大をくなっ 
たり、通信びでをなくなることがありまず。（特に電 
子レンジ使巧時には影響を受けることがあります） 

• テレビ、ラジオなどに近いと受信障害の原因となっ 
たり、テレビ画面び乱れることびありまず。 

•近くに複数の Wi-Fi アクセスポイントび存在し、同じ 
チヤンネルを使用していると、正しく巧索でをない 
場合があ0ます。 

♦ Wi-Fi のご巧巧にあたって 

• Wi-Fi 機能使巧中は、電波状況に応じて自動的に 
Wi-Fi 通信と 3 G 通信を切り替えまず。 

• 本機の Wi-Fi 機能は1〜11チャンネルの周波数帯を 
利用でをます。 


2.4 DS/OF 4 

ロロロ 


First Step Guide 


Package contents 


■ Handset (003 P ) ■ Battery ( PMBBD 1) 




lAC Charger ( PMCBD 1) 
AC Adapter 



I Stereo Earphone 
with Mic ( PMLBDl ) 


Micro USB Cable 
(USB Charger) 



■ microSD Card (2 GB )* 
♦Complimentary Sample 




■ Safety Precautions 
(Japanese) 
■Warranty 
■ Quick Start Guide (003 P , AC Charger ) 

(Japanese) (Japanese) 


• SoftBank 003 P is compatible with both 3G and GSM 
network technologies. 

• microSD Card is preinstalled. 

• Use SoftBank specified battery/Charger; battery may 
leak, overheat, explode or iqnite otherwise. 

• Do not dispose of battery as ordinary refuse. Take it to a 
SoftBank Shop or nearest shop handling used batteries. 
Comply with local waste disposal/recycling regulations. 


Battery Cover 

• Power off before removing Battery Cover. 

■ Remove Battery Cover 

Use notch between Volume and Search Key 〇 to lift Cover, 
then unhook tabs (A) © and © to remove it. 



■ Replace Battery Cover 

Align Cover with handset. 

Press A, then press B and C firmly to close completely. 

• Make sure no gap remains between Cover and handset. 



Handset Keys 



画 Power on/Phone options 
Toggle Sleep mode on/off 


Increase/decrease volume 

R Open Search window 
U Long Press for Voice Search 

「を 1 Go Back/Escape 

r O1 Home Screen 

Long Press recent applications 
=_) Open option menu 


lasic Ooerations 


■ Handset Power On/Off 
Power On 

Press ◎ for 2+ seconds 
Power Off 

Press 图 for Phone options -► [Power off ] -► [ OK ] 

■ English Interface 

In Home Screen , [ミ I -► [設定] 

-► [言語とキーボード]- ► [言語を選択]- ► English ] 

■ My Number 

In Home screen , f ；= j -► に ettinas ] 

-► [About phone ] -► [ Status ] 

■ Making Calls 

In Home Screen , [ Phone ] -► Enter number -► 图 


化ずお巧 0< ださい 


7ナーにごいて 


携帯電話機の電液比吸収率 ( SAR ) について 


ご使用の前に、必ず r ま全上のごを意」（な裏面) 
をお読みになり、正しく安全にお使いください。 


端子を接触をせないで！ 

金属類などで端子を接続 
ずると火災や故障などの 
原因となります。 



分)招 -K 造しないで！ 

けび、感電などの原因と 
な0まず。 


濡 S をないで！ 

発熱や感電、故障などの 
原因となります。 


指定品なかは巧わないで！ 

電池パックの漏液、発义や、 
故障などの原因となりまず。 


加熱しないで！ 

電池パックの破裂、発义などの 
原因となります。 



電池パックは特にミ主意！ 

扱いかたを誤ると、漏液や 
発熱、破裂、発火などの 
原因となりまず。 


游 


•病院はもちろん映画醒などでも、電源を 
切りましょう。 

• 規巧機巧で携帯電話が使用できる場合 
は、航空会社の指示に従い適切にご使用 
ぐださい。 

• 電車の中などでは車內アナウンスや掲示 
に従いましょう。 

•運お中の使用は、法律で禁止されていま 
ず。 


7 ナーを巧るための便利な煤能 


マナー•モード 


電話がかかってをたとをなどに、着信音を 
鳴らさずに振動でお知5せします。 


電渡〇げモード 


電源を入れたままで、電波の送受信を信止 
しまず。 


留守番電話 サービス 


電波の届かない場所にいるとさや電話に出 
5れないとさなどに、留守番電話ヴービス 
センターで伝言メッセージをお預かりしま 
ず。 


この機種003 P ①巧帯電話機は、国び定めた電液の人体 
吸収に関ずる技術基準に適合していまず。 

この技術基をは、人体頭部のそぱで使用ずる携帯電話機 
などの無線機器か6送出される電液び人間の禮康に影響 
を及ぼさないよラ、科学的根拠に基づいて定め5れたち 
のであり、人体測頭部に吸収される電液の平均エネル 
ギー量を表す比吸収率 ( SAR : Specific Absorption 
Rate ) について、これび 2 W / kg & の許容値を超えないこ 
ととしていまず。この許容値は、使用者の年齡や身体の 
大きさに関係なく十分なを全率を含んでおり、巧巧保禮 
機関 （ WHO ) と協力関係にある国際巧電離放射線防畫委 
員会（に MRP ) び示した国際的なガイドラインと同じ 
値になっています。 

この携帯電話機003 P の SAR は0.523 W ル g でず。 

この植は、国び定めた方法に従い、巧帯電話機の送信電 
力を最大にして測定された最大の値でず。 

個々の製品によって SAR にをかの差異びちじることちち 
りまずび、いずれも許容値を満足しています。また、携 
帯電話機は、携帯電話基地局との通信に必要な最低限の 
送信電力になるよラ設計されているため、実際に通話し 
ているげ態では、適常 SA 问まよりかさい値となりまず。 

SAR について、さらに詳しい情報をお知りになりたいち 
は、下記のホームページをご参照ください。 


総務 省のホームページ 

http://www.tele.soumu.go.jP/j/ele/inclex.htm 
社団法人電液産業をのホームページ 
http://www.arib-emf.org/ 

※技術基華については、電液法関連省令（無線設備規 
則第14祭の 2) で規定されていまず。 


r ソフ ト バンクのボディ SAR ポリシー」について 

* ボディ（身体） SAR とは：携帯電話機本体を身体に装 
着した状態で、携帯電話機にイヤホンマイク等を装着し 
て連続通話をした場合の最大送信電力時での比吸収率 
(SAR) のことです。 

* * * 比吸収率 （SAR) :日分間連続通話状態で測定した値 
を掲載しています。ボディ SA 刊こ関する技術基準とし 
て、米国連邦通信委員会 (FCC) の基準および欧州にお 
ける情報を掲載しています。詳細は 「FCCRF 
Exposure Information (米国連邦通信委員会 (FCC) 

の電波ばく露の轟響に関する情報)」 「European RF 
Exposure Information (欧州における電波ばく露の影 
響に関する情報)」をご参照ください。 

* * * 身体装着の場合：一般的な携帯電話の装着法とし 
て身体から1.巳センチに距離を保ち携帯電話機の背面を 
身体に向ける位置で測定試験を実施しています。電波ば 
く露要件を満たすためには、身体から1.己センチの距離 
に携帯電話を固定出来る装身具を使巧し、ベルトクリツ 
プやホルスター等には金属部品の含まれていないちのを 
選んで < ださい。 

ソフトバンクモバイルの tK ームページからち内容をご確 
認いただけます。 

http://www.softbankmobile.co.jp/ja/info/public/emf/emf02.html 


■お取り扱いについて 

♦本機は防水仕様にはなっていまだん。水に濡日した 
り、湿度の高い巧に置いた0しないで<ださい。 

• 雨の曰にバッグの巧のポケットに入れたり、手で持 
ち歩いたりしないでください。 

• エアコンののを出し□に置かないでください。急激 
な湿度を化により結露し、內部び腐食する場合びあ 
ります。 

• 洗面所などでは巧服に入れないでください。ポケッ 
卜などに入れて、身体をかびめると、巧面巧に落と 
したり、水で濡らしたりずる場合びありまず。 

• ミき辺などに持ち出ずときは、バッグなどに入れて、 
海水びかかったり、直が曰光び当た5ないよラにし 
て < ださい。 

• 汗をかいた手で軸ったり、汗をかいた巧服のポケッ 
卜に入れたりしないでください。手や身体の汗び本 
機の内部に浸透し、故障ずる場合がありまず。 

■本機の電池パックを長い間外していたり、電池残量の 
ない状態で放置したりすると、お客様び登録•設定し 
た内容び消失またはを化してしまラことびありまずの 
で、ごを意ください。なお、これ6に関しまして発生 
した損害につをましては当社では責任を負いかねまず 
のであらかじめご了承ぐださい。 

■本機は温度：己に〜3己で、湿度： 3己〇/〇〜8己％の轟囲 
でご使用ください。極端な高おや巧温環境、直射日光 
の当たる場巧でのご使用、保管は避けてください。 

■使用中や充電中は本機や電池パックが湿かくなること 
びありますび、異常ではちりませんので、そのままご 
使用 < ださい。 

• 電池パックの使用条件によっては、賽命び近づくにつ 
れて電池パックび膨れることびありまずび、ま全上問 
題はありません。 

■カメラ部分に、直射曰光び長時間当たると、內部の力 
ラーフィルターびををして、映像び変色することびあ 
りまず。 

■端子び巧れていると接独び悪<なり、巧電不十分の原 
因となりまずので、巧れたときは、端子を乾いた巧、 
綿棒などでふいてください。 


• お手入れの際は、乾いた柔5かいなでふいてください。 
また、アルコール、シンナー、ベンジンなどを用いる 
と色があせたり、文宇び薄くなったりずることびあり 
ますので、ご使用にならないで<ださい。 

•本機のディスプレイを壁いちのでこすったり、傷つけ 
たりしないよラごを意<ださい。 

•本機に無理な力びかかるよラな場所には置かないでく 
ださい。 

• 本機をズボンやスカートの後ろのポケットに入れた 
まま、座席や椅モなどに座らないで<ださい。 
•荷物のつまった趙などに入れるときは、重たいちの 
の下にな5ないよラにごを意ください。 

• 本機の銘板シールをはびさないでください。修理をお 
受けでをないことびあります。 

•電池パックを取りかずときは、必ず本機の電源を切っ 
てか5取り外してください。 AC アダプタを接続して 
巧電しているときは、必ず AC アダプタを取りがした 
あと、本機の電源を切ってから取り外してください。 
また データの 登録や メールの 送信などの動作中に電池 
パックを取りかずと、データが消失•変化•破損ずる 
ことびありまず。 

•液晶ディスプレイは非常に精密度の高い技術で作5れ 
ていまずび、画素欠けや常時点 I 灯ずる画素びちります 
のであらかじめご了承ください。 

•本機の外部接続端テに指定品 lU がのものは取り付けな 
いでください。誤動作を起こしたり、本機び破損ずる 
ことがあります。 

•歩行中は、周囲の音び聞こえな<なるほど、イヤホン 
の音量を上ばないでください。周囲の音び聞こえにく 
くなり事故の原因となります。 

•本機を手に持って使用ずるときは、スピーカーをふさ 
がないよラにごま意ください。 

■通話中/通信中の制限について 
通話中/通信中は、囘時に化の機能を使用したり各種操 
作を巧っている間でも、通話料/通信料がかかりまず。 


■カメラについて 

♦カメラ機能は、一般的なモラルを守ってご使用くださ 
い。 

•カメラのレンズに太陽の光び進入ずるげ態で放置しな 
いでください。レンズの集光作用により、故障の原因 
となりまず。 

•大切なシーン（結婚式など）を撮影される場合は、お 
ず試し撮りをし、画像を再生して正しく撮影されてい 
ることをご確認ください。 

•カメラを使用して撮影した画像は、個人として楽しむ 
場合などを除を、著作権者（撮影ち）などの許諾を得 
ることな<使用したり、乾送することはでをまだん。 

• 撮影が禁止されている場所での撮影はおやめください。 

m タッチ }てネルのご利用について 

•お買い上げ時にディスプレイに貼日れているシートを 
はびしてから、お使いください。また、市販のシール 
などを目.ちらないでください。 

•タッチパネルの表面を強く押したり、ペンなどの巧の 
尖ったものや m 先で操作しないでください。タッチパ 
ネルび破損ずる原因となります。 

•異物を操作面にのせたまま操作すると、正しく動作し 
ないことがありまず。 

■お買い上げ時の状態に戻ず操作について 

お客様がインストールしたアプリケーションや登録した 

データはすべて削除されまず。 

リセットした内容を元に戻すことはでをませんので、十 

がに確認してか5操作してください。 

♦ホーム画面で歐赶 -*• [プライバシー]- ► 
[データの初期化]一操作巧暗証番号を入力- ► [0 K ] 
-► [携帯電話をリセット]- ► [ずべて消去]-►リセツ 
卜完了後、再起動します。 

■ダウン□ードしたアプリケーションについて 

•アプリケーションのインス I 'ールはまをであることを 
確認の上、自己責任において実施してください。ウイ 
ルスへの感染やデータの破壊などび起をる場合びあり 
まず。また、音量び変わる場合がありますのでごま意 
<ださい。 


• お客様びインストールしたアプリケーションなどによ 
り、動作不良び生じたり、自己または第云ちへの不利 
なび生じた場合、当社では一切の責任を負いかねまず 
のであ日かじめご了承ください。 

■ Bluetooth ®/ Wi - R 機能について 

•本機はずべての团 uetoot が/ Wi - F 閒応機器との接続 
/動作を保証ずるものではありません。 

• 团 uetoothVWi - Fi 機自 g を使用した通信時のセキュリ 
ティとして、 Bluetoo ホ T / Wi - R の標を規格にを拠し 
たセキュリティ機能に対応しておりまずび、使用環境 
や設定內容などによってはセキュリティび十分でない 
場合びあります。团 uetoot が/ Wi - Fi 機能で通信を巧 
ラ隐はごま意ぐださい。 

• 团リ61：00化ン抓レ円通信時に発生したデータおよび情 
報の漏读につをましては、責任を負いかねまずので、 
あらかじめご了をください。 

•本機の团 uetoothT / Wi - Fi 機能の周波数帯では、電子 
レンジなどの産業-巧ぎ-医療用機器や、工場の製造 
ライン等で使用されている桓内無線局、アマチュア無 
線局など化ソ下、 r 他の無線局」と略ず）び運用されて 
いまず。他の無線機器との電液干巧を防止ずるため、 
下記の事項にミち意してご使用ください。 

1团 uetoothT / Wi - Fi 機能を使用ずる前に、近くで同 
じ周渡数帯を使用ずる r 他の無線局」び運用されて 
いないことを確認してください。 

2万一、 BluetoothVWi - Fi 機能の使巧にあたり、本 
機と r 他の無線局」との間に電渡干渉の事例び発生 
した場合には、速やかに使用場所ををえるか、 
Bluetooth ^ / Wi - Fi 機能の使用を停止（電波の発が 
を停止）してぐださい。 

3その他ご不明な点やお困りのことが起をたときに 
は、お問い合わせ巧（なお問い合わせ先一覧）ま 
でご連絡ください。 


General Notes 

■ Handling Precautions 

• Before using 饥卜 Fi/Bluetooth® abroad, comirm local laws/ 
regulations regarding Wi-Fi/Bluetooth® device use. 

• Excessive sound volume can impair hearing. 

• Confirm application security/safety beforehand; install at 
your own risk. Viruses may infect handset or corrupt data; 
may cause excessive sound volume. 

■ Electromagnetic Waves 

• For body worn operation, this mobile phone has been 
tested and meets RF exposure guidelines when used with 
an accessory containing no metal and positioning the 
handset a minimum 10 mm from the body. Use of other 
accessories may not ensure compliance with RF exposure 
guidelines. 

■ FCC Notice 

• This device complies with part 15 of the FCC Rules. 
Operation is subject to the following two conditions: 

り） This device may not cause harmful interference, and 
(2) this device must accept any interference received, 
including interference that may cause undesired operation. 

• Changes or modifications not expressly approved by the 
manufacturer responsible for compliance could void the 
user's authority to operate the equipment. 


■ FCC RF Exposure Information 

Your handset is a radio transmitter and receiver. It is designed 
and manufactured not to exceed the emission limits for 
exposure to radio frequency (RF) energy set by the Federal 
Communications Commission of the U.S. Government. 

The guidelines are based on standards that were developed by 
independent scientific organization through periodic and 
thorough evaluation of scientific studies. The standards include 
a substantial safety margin designed to assure the safety of all 
persons, regardless of age and health. 

The exposure standard for wireless handsets employs a unit of 
measurement known as the Specific Absorption Rate, or SAR. 
The SAR limit set by the FCC is 1.6 W/kg. The tests are 
performed in positions and locations (e.g. at the ear and worn 
on the body) as required by the FCC for each model. 

The highest SAR value for this model handset as reported to 
the FCC when tested for use at the ear is 0.553 W/kg, and 
when worn on the body in a holder or carry case, is 0.598 
W/kg. Body-worn Operation; This device was tested for typical 
body-worn operations with the handset kept 1.0 cm from the 
body. To maintain compliance with FCC RF exposure 
requirements, use accessories that maintain a 1.0 cm 
separation distance between the user's body and the handset. 
The use of beltclips, holsters and similar accessories should not 
contain metallic components in its assembly. 

The use of accessories that do not satisfy these requirements 
may not comply with FCC RF exposure requirements, and 
should be avoided. The FCC has granted an Equipment 
Authorization for this model handset with all reported SAR 
levels evaluated as in compliance with the FCC RF emission 
guidelines. SAR information on this model handset is on file 
with the FCC and can be found under the Display Grant 
section of http://www.fcc.gov/oet/ea/ after searching on FCC 
ID UCE 211041 A. 

Additional information on Specific Absorption Rates (SAR) can 
be found on the Cellular Telecommunications & Internet 
Association (CTIA) website at http://www.phonefacts.net. 


■ European RF Exposure Information 

Your mobile device is a radio transmitter and receiver. It is 
designed not to exceed the limits for exposure to radio waves 
recommended by international guidelines. These guidelines 
were developed by the independent scientific organization 
ICNIRP and include safety margins aesigned to assure the 
protection of all persons, regardless of aqe and health. 

The guidelines use a unit of measurement known as the 
Specific Absorption Rate, or SAR. The SAR limit for mobile 
devices is 2 W/kg and the highest SAR value for this device 
when tested at the ear was 0.461 W/kg*. As mobile devices 
offer a range of functions, they can be used in other positions, 
such as on the body as described in this guide**. 

In this case, the highest tested SAR value is 0.654 W/kg. As 
SAR is measured utilizing the devices highest transmitting 
power the actual SAR of this device while operating is typically 
below that indicated above. This is due to automatic changes 
to the power level of the device to ensure it only uses the 
minimum level required to reach the network. 

The World Health Organization has stated that present 
scientiTic information does not indicate the need for any 
special precautions for the use of mobile devices. They note 
that if you want to reduce your exposure then you can do so 
by limiting the length of calls or using a hands-free device to 
keep the mobile phone away from the head and body. 

* The tests are carried out in accordance with international 
guidelines for testing. 

**Please see Electromagnetic Waves for important notes 
regarding body worn operation. 


■ Declaration of Conformity 

(€ 0168 ① 

We, Panasonic Mobile Communications Development of 
Europe Ltd., declare that SoftBank 003 P conforms with the 
essential and other relevant requirements of the directive 
1999/5/EC. 

A declaration of conformity to this effect can be found at 
http://panasonic.net/pmc/support/index.html 
• This product is only intended for sale in Japan. 







































































































この表示は、取り扱いを誤った場合、 
r 死 t または重傷を負ラを険が切迫し 
て生じることび想定される」内容で 
す。 

この表示は、取り扱いを誤った場合、 
r 死 t または重傷を負ラ可能性が想定 
される」内容です。 

この表示は、取り扱いを誤った場合、 
r 軽傷を負ラ可能性が想定される場合 
および物的損青のみの発まが想定さ 
れる」巧容でず。 


まを上のごを意 


〇 


高精度な制御や微弱な信号を取0巧ラ電子機 
器の近くでは、本機の電源を切ってください。 

電子機器び誤動作するなどの影響を与える場 
合びあります。 

《ご注意いただ去たい電子機器の例 
補聴器-植込み型む臓ペースメーカ-植込み 
型除細動器 • その他の医用電気機器-火災報 
知器■自動ドア-その他の自動制御機器など 

本機の電液により運航のを全にま障をさたず 
恐れびあるため、航空機内では電源をお切り 
<ださい。 

機内で携帯電話び使用でをる場合は、航空会 
社の指示に従い適切にご使用<ださい。 

，じ、 臓の弱い方は、着信時のバイブレーシヨン 
(振動）や 着信 音量の設定にま意してください。 
む臓に影響を与える恐れびあります。 

屋外で使用中に雷が鳴りだしたら、ただちに 
電源を切って屋内などのまをな場所に移動し 
て < ださい。 

落雷や感電の原因とな0ます。 


A 注意 


0 


車両電モ機器に影響を与える場合は使用しな 
いでください。 

本機を自動車内で使用すると、車種によりま 
れに車両電子機器に影響を与え、安全走行を 
損なラ恐れびあります。 

本機に磁気カードなどを近づけないでください。 
キャッシュカード-クレジッ ト カード-テレ 
ホンカード-フ□ッピーディスクなどの磁気 
データび消えてしまラことびあります。 

着信音が鳴っているとさや、本機でメ□ディ 
を再生しているときなどは、スピーカーに耳 
を近づけないでください。 

難聴になる可能性びあります。 


お買い上げ品の確認 


■003 P 本体 



■電池パック 
( PMBBD 1) 



■ AC アダプタ （ PMC 日 D 1) 

< AC アダプタ本体〉 く microUSB ケースレ> 




■ステレオ 
イヤホン7イク 
( PMLBD 1) 


■mjcroSD 力ード 
(2 GB ) 間供品] 



巨 


クイックスタート 
■お願いとごを意(本紙) 
■保証書は体、 AC アダプタ) 

>お買い上げ時、 microSD 力ード（試巧品）は 
003 P 本体に装着されていまず。 

>付属品、その他のオプション品につをましては、 
最寄りのソフトバンクショップまたはお問い合 
わせ巧（なお問い合わせ巧一覧）までご連結< 
ださい。 

>本紙とクイックスタートでは、 「 microSD 力一 
ド」、 rmicmSDHC 力ード」を 「 SD 力ード J と 
言己載していまず。また、ボタンを巧す操作は、 
簡略なボタンイラストを使巧していまず。 


■次の給表示の区分は、お守りいただ<内容を説明 
しています。巧容をよく理解したうえで本文をお 
読みください。 


0 

禁止（してはいけないこと）を示しまず。 

⑩ 

分解してはいけないことを示しまず。 

(§) 

水がかかる場所で使巧したり、水に濡らし 
たりしてはいけないことを示しまず。 


濡れた手で扱ってはいけないことを示しま 
ず。 

〇 

指示に基づ<行為の強制（化ず実行してい 
ただくこと）を示しまず。 

を 

電源プラグをコンセントから巧いていただ 
くことを示します。 


0 ディスプレイの表面には、破損した場合のを 
全性を確な（強化ガラスパネルの飛散防止） 
するための保護フィルムびありまず。この 
フィルムは無理にはがしたり、傷つけたりし 
ないで < ださい。 

フィルムをはびして使用した場合、ディスプ 
レイび破損したとさに、けびの原因となるこ 
とびあります。 

破損したまま使巧しないでください。 

_火が、やけど、けが、感電の原因となります。 

〇 本機を長時間ご使用になる場合、特に高温環 
境では熱くなることびありまずので、ごま意 
<ださい。 

長時間肌にふれたまま使用していると、ほ温 
やけどになる恐れびあります。 

ワンセグを視聴するとをは、巧分明るい場巧 
で、画面からある程度の距離を空けてご使用 
<ださい。 

視力お下につなびる可能性びあります。 

本機の使用により、皮膚に異常がまじた場合 
は、ただちに使巧をやめて医師の診察を受け 
て < ださい。 

本機では材料として金属などを使用していま 
す。お客様の体質や体調によっては、かゆみ • 
かぶれ • 湿疹などび生じることびあります。 


梗巧菌所►材質/表面赃理 

巧装ケース：ディスプレイ面、電池カバー側の側面、電池面 
► ABS / UV 塗装 _ 

巧装ケース：ディスプレイ側の側面►ド仁十冉目 S / UV 塗装 
巧装ケース：電ミ也カバー ► PC / UV 塗装 
巧部接続端子：剛旨部分 ► PBT+PC 
巧部接続端テ：金属部分►ステンレス鋼/ニッケル;< ッキ、 
スズ^ッキ_ 

巧部接続端子キャップ ► PC 、 エラストマ/ UV 塗装 


電池カバーの取り付け/取日外し 


♦必ず電源を切ってから巧って<ださい。 

■電池カパーを取りがず 

音量ボタンと検索ボタンの間の<ぼみに指先をか 
けて、電池カバーを 0 のち向へ持ち上げたあと、 
©のち向へ A の部分びがれるまで持ち上げ、©の 
方向へ持ち上げて取り外す 



■電池カバーを取り付ける 

電池カバーの向きを確認して本体に合わせるよう 
に装着し、両側 （ A ) をしっかりと押す 
さらに、上部 （ B ) と下部 CC ) をしっかりと巧 
して取り付ける 

• 本体と電池カバーの間にすき間びないことを確 
認してください。 



本機、電池パック、 USIM 力ード、 

AC アダプタ、ステレオイヤホンマイク、 
SD 力ードの取り巧いについて（共通） 


A 盾巧 


0 高温になる場所（义のそば、暖房器具のそば、 
直射日光の当たる場所、炎天下の車内など） 

で充電•使用-が置しないで<ださい。 

また、暖かい場所や熱のこちりやすい場所 
(こたつや電気毛布の中、携帯カイ□のそばの 
ポケット内など）においても同様のを険があ 
りますので、巧電•放置•使用-携帯しない 
で < ださい。 

機器の変形-故障や電池パックの漏液-発熱- 
発火 •破裂の原因となります。 また、ケース 
の一部び熱<なり、やけどなどの原因となる 
ことびあります。 

本機に電池パックを取り付けたり、 AC アダプ 
夕を接続ずる際、ラまく取り付けや接続がで 
きないときは、無理に行わないでください。 
電池パックや端子の向きを確かめてか6、取 
り付けや接続を巧ってください。 

電池パックを漏液•発熱•破裂-発火させる 
などの原因となります。 


户 I 、分解•改造 ’ A ンダ付けなどお客様による修 
理をしないでください。 

火災•けび-感電などの事故または故障の原 
因となります。また、電池パックの漏液•発 
熱•破梨 • 発火などの原因となります。 
電話機の改造は電波法違反となり、罰則の対 
象となります。 


カメラレンズ部 ► PMMA / 表面 A — ドコート 

クッシヨン（電池カバー裏面） ►ウレタン 

検索ポタン、音量ボタン、ホ巧線ポート部、フラッシュ部、 
電源ポタン、メニューポタン、ホームポタン、戻るボタン 

► PC/UV 塗装 

ディスプレイバネル ►ガラス、 PET / 表面 A — ド〕ー ト 

電池収納面 ►ガラスエポキシ基板 

電池端子：樹脂部分 ► F^PS 

電池端子： 5患子部 ►ベ UU ウム銅/ニッケルメッキ、金メッキ 

ネジ：電池カパー巧 （4 隅） ►鉄/ニッケル^ッキ 

ネジ：電池力 A "— 巧 （4 隅 LU 列） ►鉄/クロム六ッキ 

ラベル（電池収納面） ►ポ1」エステル 

ラベル（電池面） ►PC 

ワンセグ用アンテナ：先端剛旨部分 MBS/UV 塗装 

ワンセグ用アンテナ：金属部分（スリーブ部） 

►カドミウムレス黄銅/ク□ムメッキ 

ワンセグ用アンテナ：金属部分（/くイプ部） ►ステンレス鋼 

ワンセグ用アンテナ：金属部分（ワイヤ部） 

►ニッケルチタン合金 

ワンセグ用アンテナ：根元ヒンジ部 { IJ フトアップ部） 
►ステンレス鋼/ク□ムメッキ 

ワンセグ用アンテナ：根元ヒンジ部（ワイヤ結合部、ピン） 
►ステンレス鋼/ニッケル六ッキ 

ワンセグ用アンテナ：ホルダ部 ►巧組合金/ニッケルメッキ 

ワンセグ用アンテナ：収納部 ►PA 

SD 力ード挿入□:樹脂部分 ►LCP 

SD カード挿入□:金属部分 
►ステンレス鋼/ニッケル y ッキ 

USIM 力ードトレイ ►POM 


PINU - ド 


PIN コードは USIM 力ードの暗証番号 （4 〜8巧）で、 
第王者による無断使巧を防ぐために使用しまず。 

PIN コードを有効にすると、電源を入れたときに PIN 
コードを入力しないと本機を使用でをません。 

♦お買い上げ時は、 「日日日日」 に設定されていまず。 

■ PIN コードの設定 

① ホーム画面で r ~ ir ~] -► [設定] 

-► [現在地情報とセキュリティ] 

-► [USIM □ック設定] 

⑥ [ USIM を□ック]にチェック-►円 N コードを入 
力- ► [0 K ] 

PUK コードにごいて 

PIN コードの入力を3回間違えると、円1\1コードが 
□ックされます。 PUK コードは、この PIN □ック 
を辭除するための暗証番号です。 

♦ PUK コードについては、お問い合わせ先（なお 
問い合わせ先一覧）までご違墙ください。 


濡 6さないでください。 

水やぺットの尿などの液体び入ったとさに、 
濡れたまま放置したり、磊れた電池パックを 
充電すると、発熱■感電■火災■けび-故障 
などの原因となります。 

使用場所、取り扱いにご注意<ださい。 


〇 本機に使用する電池パック- AC アダプタ•ス 
テレオイヤホンマイクは、ソフトバンクが指 
定したものを使用してください。 

指定品けがのちのを使用した場合は、電池 
パックの漏液•発熱•破裂-発火や、 AC アダ 
プタとステレオイヤホンマイクの発熱 • 発乂 • 
故障などの原因となります。 


A 警告 


0 本機-電池パック- AC アダプタ-ステレオイ 
ヤホンマイクを、加熱調理機器（電子レンジ 
など）-高圧容器（圧力塞など）の中に入れた 
り、電磁調理器 （ IH 調理器）の上に置いたり 
しないで < ださい。 

電池パックの漏液•発熱•破裂•発火や、本機 • 
AC アダプタ-ステレオイヤホンマイクの発熱 • 
発煙•発火-故障などの原因となりまず。 

落としたり、投げたりして、強い衝撃を与え 
ないで < ださい。 

電池パックの漏液■発熱■破裂-発火や火災 • 
感電-故障などの原因となります。 

外部接続端子に水やぺットの尿などの液体や 
導電性異物（鈴筆のおや金属片、金属製の 
ネックレス、ヘアピンなど）び軸れないよラ 
にしてください。また内部に入れないよラに 
して < ださい。 

ショートによる火災や故障などの原因となり 
ます。 


• 付属品 


使用箇所►材質/表面姻理 

電池バック 


剛旨部分 ►PC 

ラベル ►PET 

端子部►ガラスエポキシ基板/ニッケルメッキ、金メッキ 

AC アダプタ 


AC アダプタ本が ►PPE 

主銘板、製造番号シール ► PET / ラ S ネート加工 

電源プラグ：樹脂部分 ►PBT 

電源プラグ：金属部分►黄銅/ニッケルメッキ 

microUSB ヶーカレ：樹脂部分 ►PU 

microUSB ケープル：金属部分►ステンレス鋼 

USB コネクタ：剛詣 B 分 ►PBT 

USB コネクタ：金属部分►ステンレス鋼/ニッケルメツキ 

ステレオイヤホン7イク 


イヤピース►シ U コンゴム 

イヤホン （ n ウジング ） ►ABS 

イヤホン（デコカバー） ► ABS / アルミ蒸着、 UV 塗装 

イヤホン{スリーブ)、七 K レータ►エラストマ 

イヤホン端子►黄網/金メッキ 

イヤホンプラグ：樹脂部分►エラストマ 

イヤホンプラグ：金属部分►黄銅/金メッキ 

クリッフ：樹脂部分 ►PC 

クリッブ：金属部分►ステンレス鋼 

コード ►PVC 

マイク部ケース ►ABS 

microUSB プラグ：樹脂部分►エラストマ 

microUSB プラグ：金属部分 
►ステンレス鋼/ニッケルメッキ 


お証番号について 


本機の使用にちたつては、次の暗証番号が必要にな 
りまず。 


操作用暗訪番号 
(端末パスワ-ド） 

4〜8巧の暗証番号で、を機能を 
操作するときに使用します。 

交換機用暗証番号 
(発着信規制用 
暗話番号） 

ご巽約時に登録する4巧の番号 
で、オプションサービスを一般 
電話から操作するとをや、発着 
信規制サービスの設定を行ラと 
をに使用します。 


♦各暗証番号はお忘れにならない よ ラ、また、他人 
に知られないよラご注意ください。 

♦他人に知られ悪用されたとをは、その損害につい 
て当社では責任を負いかねますので、あらかじめ 
ご了承ください。 


•各機能で暗証番号の入力を間違えると間違いを 
失口らせるメッセージが表示されまず。操作をや 
り直してください。 

♦交換機用暗証番号の入力を3回間違えたとさは、 
発着信規制サービスの設定を要びできな< なり 
ます。このときは、交換機用暗証番号の変更が 
必要となりますのでごま意<ださい。 

♦ L ソ前、携帯電話か5発着信規制用暗証番号をを 
更されたお客様は、発着信規制を設定ずる際に、 
その変更された番号を入力してください。 



まを上のごを意 


お読 他のい、ははさ 使し読 

<お 、めさりた社だ た明お 

よ、。やただよま当く つ説を 

をたい人ぐくに、、承 誤を文 

J まさる防りど様は了 、度本 
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ごさていホず具、まじ 守害ラ 

のだし使を必不にさか を損た 

上く管お善、はめつら 容やし 

全い保、損でたたにあ 内害解 

を使にはののまた害で 示を理 
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のく大事産ま動逸たず 、じよ 

こしは意財い誤をれま は生を 
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前えたしを載故の受い の場。い 

のラつ示の記のどび負 示たすさ 

用のなにへを品な者を 表しまだ 

使みにこ人容製話 I 二任。のをい< 

ご読みこの内本通第責い巧用てみ 



〇 プ□パンガス、ガソリンなどの引乂性ガスや 
粉塵の発をずる場所（ガソリンスタンドなど） 
では、化ず事前に本機の電源をお切りくださ 
し1。また、巧電もしないでください。 

ガスに引火する恐れびありまず。 

プ□パンガス、ガソ U ンなど引火性ガスや粉 
塵の発生する場所で使用すると、爆発や火災 
などの原因となります。 

使用中、巧電中、保管時に、異音•発煙•異 
臭など、今までと異なることに気づいたとを 
は、なの作業を行ってください。 

1. 冉 C アダプタ本体を持ってプラグをコンセ 
ントから揽いてください。 

2. 本機の電源を切ってください。 

3. やけどやけびに注意して、電池パックを取 
りがしてください。 

異常な状態のまま使用すると、火災や感電な 
どの原因となります。 


A 注意 


0 ぐらついた台の上や愼いた巧など、不安定な 
場所に置かないで<ださい。 

落下して、けびや故障などの原因となりまず。 
バイブレーション（振動）を設定中や充電中 
は、特にご注意ください。 

〇 乳幼児の手の届かない場所に保管して<ださ 
い。 

誤って飲み込んだり、けがなどの原因となり 
ます。 

テ供び使用ずる場合は、な護者び取り扱い方 
法を教えてください。使用中においてち、指 
示どおりに使巧しているかをご注意ください。 

けびなどの原因となります。 



電池パックのラベルに記載されている表示により、 
電池の種類を確認した上で、ご利用•処分をしてく 
ださい。 


表示 

電池の種類 

Li-ion 00 

リチウムイオン電池 


0 义の中に投下しないでください。 

電池パックを漏液-破裂-発火させるなどの 
原因となります。 

がを刺したり、八ンマーでたたいたり、踏み 
つけたり、強い衝撃を与えないで<ださい。 
電池パックを漏液•発熱•破裂-発火させる 
などの原因となります。 

電池パックの端子に、針金などの金属類を接 
触させないでください。また、導電性異物 
(銷筆のおや金属片、金属製のネックレス、へ 
アピンなど）と一緒に電池パックを持ち運ん 
だり保管したりしないでください。 

電池パックを漏液•発熱•破裂-発火させる 
などの原因となります。 


〇 電池パック内部のあび眼の中に入ったときは、 
こずらず、すぐにきれいな水で洗い流し、た 
だちに医師の診察を受けて<ださい。 

失明などの原因となります。 


A 警告 


〇 電池ノ〇ック内部の液が皮膚や巧服に付着した 
場合は、ただちに本機の使用をやめ、されい 
な水で洗い流してください。 

あ膚に傷害を起こすなどの原因となります。 
所定の巧電時間を超えてち充電が完了しない 
場合は、充電を中止してください。 

電池パックを漏液•発熱■破裂-発火させる 
などの原因となります。 

電池パックの使用中•充電中•保管時に、異真 • 
発熱•変色-をおなど、今までと異なること 
に気づいたときは、やけどやけがにを意して 
電池パックを取りがし、さ引こ火気から遠ざ 
けて < ださい。 

異常な状態のまま使用すると、電池パックを 
漏液•発熱•破裂-発火させるなどの原因と 
なります。 


么注意 


0 す要になった電池パックは、一般のゴ S と一 
緒に捨てないで<ださい。 

端テにテープなどを貼り、個別回収に出すか、 
最寄りの「ソフトバンクショップ」へお持ち 
<ださい。電池を分別している市町村では、 
その規則に従って処理してください。 



0 自動車、バイク、自転車などの秉り物の運乾 
中には使用しないでください。 

乗り物を運転しなびら携帯電話を使用するこ 
とは、ミ去律で禁止されており、罰則の対象と 
なります。ステレオイヤホンマイクをご利用 
の場合でち、外部の音び聞こえにく<なり、 
交通事故の原因となります。また、都道府県 
によっては条例違反となる場合びあります。 
運転音び使用する攝合は、駐停車び禁止され 
ていない安全な場所に止めてからご使用 < だ 
ごい。 

ホが線ポートを目に向けて送信しないでぐだ 
さい。 

目に影響を与える可能性びあります。 

フラッシュの発光部を人の目に近づけて点灯 
発光させないでください。また、フラッシュ 
点灯時は発光部を直視しないよラにしてくだ 
さい。 

同様にフラッシュを他の人の目に向けて点灯 
させないで < ださい。 

視力低下などの傷害を起こす原因となります。 
特に乳幼児に巧して至近距離で撮影しないで 
<ださい。 

また、目びくらんだり、驚いたりしてけびな 
どの事故の原因となります。 


AC アダプタの取 D 巧いについて 


A 警告 


0 充電中は、巧やな団でおおったり、包んだり 
しないで < ださい。 

熱がこわって火災や故障などの原因となりま 
す。 

指定 lu パの電源-電圧で使用しないでくださ 
い。 

指定 ■ ui がの電源•電圧で使用すると、火災や 
故障などの原因となります。 

AC アダプタ： AC ] 0 0 V 〜24 0 V (家庭用冉 C 
コンセント専用） 

また、海外旅行用として、市販されている 
「変圧器」は使用しないでください。火が■感 
電•故障の原因となります。 

雷び鳴り出した6、 A 巳アダプタには触れない 
でください。 

感電などの原因となります。 

microUSB ケースレが傷んだら使用しないで 
ください。 

感電■火が-故障の原因となります。 

microUSB ケースレの上に重いものをのせな 
いでください。 

感電•乂が • 故障の原因となります。 


m 認質證ミ；: ダプタのプラグを抜さ差しし 

感電や故障などの原因となじます。 


〇 プラグにほこりがついたとさは、 AC アダプタ 
本体を持ってプラグをコンセントから巧を、 
乾いた布などでふき取ってください。 

火災の原因とな0ます。 

AC アダプタをコンセントに差し込むときは、 
AC アダプタのプラグや端テに導電性異物（銷 
筆のおや金属片、金属製のネックレス、ヘア 
ピンなど）が触れないよラにま意して、確実 
に差し込んでください。 

感電-ショート-火災などの原因となります。 

長時間使巧しない場合は、 AC アダプタ本体を 
^持ってプラグをコンセントから巧いてくださ 
い。 

感電■火災-故障の原因となじます。 

万一、水やペットの尿などの液体が入った場 
合は、ただちに AC アダプタ本体を持ってプラ 
グをコンセントから巧いてください。 

感電•発煙-义災の原因となります。 


A 注意 


0 AC アダプタをコンセントに接続しているとを 
は、引っ掛けるなど強い衝撃を与えないで< 
ださい。 

_けびや故障の原因となります。_ 

O AC アダプタをコンセントから巧くときは、 

AC アダプタ本体を持ってプラグを巧いてくだ 
さし、。 

感電や火災などの原因となります。 


お手入れの際は、コンセントか5、必ず AC ア 
^ダプタ本体を持ってプラグを巧いてください。 

感電などの原因となります。 


ステレオイヤホンマイクの取日巧いについて 


A 注意 


0 ステレオイヤホンマイクのイヤピースびがれ 
た状態で使巧しないでください。 

イヤピースびがれた状態で使用すると、けび 
や故障の原因となることびあります。 

ステレオイヤホンマイクは、海辺や砂地など、 
がが内部に入りやすい場所では使巧しないで 
ください。 

耳に砂び入ってけびをしたり、故障の原因と 
なることびあります。 


〇 ステレオイヤホンマイクを使用ずるときは音 
量に気をつけてください。 

長時間使用して難聴になったり、突然大さな 
音び出てちをいためたりする原因となります。 



ここで記載している内容は、「医用電気機器への電液 
の影響を防止するための携帯電話端末等の使用に関 
する指針」（電波環境協議会[平成9年4月])に準 
拠、な5びに「電液の医用機器等への影響に関する 
調査研究報告書」（平成13年3月 r な回法人電液産業 
会」）の内容を参考にしたちのでず。 


〇 植込み型む臓ペースメーカおよび植込み型除 
細動器を装着されている場合は、ペースメー 
力等の装着部位か日吕 2 cm け上離して携行お 
よび使用して < ださい。 

電波により植込み型む臓ペースメーカおよび 
植込み型除細動器の作動に影響を与える場合 
びあります。 

自宅療養など医療機関のがで、植込み型む臓 
ペースメーカおよび植込み型除細動器 LU がの 
医用電気機器を使用される場合には、電液に 
よる影響について個別に医用電気機器メーカ 
などに確認してください。 

電波により医用電気機器の作動に影響を与え 
る場合びあります。 

医療機関などでは、 J ■ソ下を守ってください。 

本機の電波により医用電気機器に影響を及ぼ 
ず恐れびありまず。 

-手術室-集中治療室 acu ) • 冠状動脈疾患 
監視病室 CCCU ) には、本機を持ち込まな 
いで < ださい。 

-病棟内では、本機の電源を切って<ださい。 
-□ビーなど、携帯電話の使用を許可された 
場所であってを、お<に医用電気機器びあ 
るとをは本機の電源を切って<ださい。 

-医療機関び個々に使用禁止、持ち込み禁止 
などの場所を定めている場合は、その医療 
機関の指示に従ってください。 

満員電車などの混雑した場所にいるときは、 

本機の電源を切って<ださい。付近に植込み 
型む臓ペースメーカおよび植込み型除細動器 
を装着されている方がいる可能性がありまず。 
電波により、植込み型む臓ペースメーカおよ 
び植込み型除細動器び誤動作するなどの該響 
を与える場合びあります。 


ソフトウェア更新 


ネットワークを利用して本機のソフトウェア更新び必要 

かどラかを確認し、必要なときには更新ができまず。 

•確認/更新には、通信料はかかりません。 

■更新び完了するまで、本機は使巧でをません。 

• ソフトウェア更新を実行する前に電池残量び十分かご 
確認 < ださい。 

■ソフトウェア更新は電波げ態のよいところで、移動せ 
ずに行って < ださい。 

■ソフトウェア更新中は、ほかの機能は操作でさません。 

■必要なデータはソフトウェア更新師こバックアップす 
ることをおすすめします（一部ダウン n —ドしたデ ー 
夕などは、バックアップでをない場合ちあります)。ソ 
フトウェア更新前に本機に登録されたデータはそのま 
ま残りますび、本機の状況（故障など）により、デー 
夕び失われる可能性びあります。データ消失に関して 
は、当社は責任を負いかねますので、あらかじめご了 
承ください。 

• ソフトウェア更新中は絶対に電池パックや USIM 力一 
ドを取りかしたり、 電源を切らないで<ださい。更新 
に失敗することびあ D ます。 

•ソフトウェア更新に失敗すると、本機び使用でさなく 
なることびあります。その場合はお問い合わせ先 
(なお問い合わせ先一覧）までご連絡くださし、。 

ホーム画面で [ HO-f [設定]- ► [端末情報] 

[ソフトウ王ア更新]- ► [サーバーか6更新] 

-*• [はい]-* • にの 

•再起動後、更新を開始します。 

• 更新中はすべてのボタン操作び無効になります。更新 
を中止することちでさません。 

•更新中、自動的に数回再起動します。 


ソフトウエア更新をに再起動しなかった場合は、電池 
パックをいったん取りがしたあと再度取り付け、電源 
を入れ直してください。それでも起動しないとをは、 
ソフトバンクの故障受付（なお巧い合わせ巧一覧）に 
ご相談 < ださい。 


まな仕様 


■003 P 


質量（電池パック装着時） 

約13目呂 

サイズ 

約目 7 X 128 X 14 mm 

連続待受時間 

3 G 

約470時間 

GSM 

約390時間 

連続通話時間 

3 G 

約270分 

GSM 

約270分 

ワンセグ視聴時間® 3 

約310分 

充電時間 

約240分 

最大出力 

3 G 

0.2 巳 W 

GSM 

2.0 W 


巧電を満たした新品の電池バックを装着し、通話や操作をせ 
ず、電波を正常に受信でをる状態で算出した、時間の目を。※吕充 
雲を満たした新品の電池パックを装着し、電波を正常に送受信でを 
る状態で算出した、通話に使用でをる時間の目を。《3電波を正常 
に受信でさるが態で、ステレオイヤホンマイクを使用して視聴でを 
る時間の目安。※4本機を温度己で〜3已它のおほで巧電した場合 
の目ま。 

参本傑は、 3 G ち式と GSM 方式に対応しております。参電おの充電 
状態、機能設をげ況、気溫などの使用環境や利用場所の電波状態な 
どにより、ご利用可能時間び変動します。 


■電池パック 


電圧 

3.7 V 1 客 量 11400 mAh 

使用電池 

U チウムイオン電池 

サイズ 

約 47 X 日.1 X 巳 7 mm 


■ AC アダプタ 


入力 

AC 100 V 〜 240 V 

0.14 A 己0/目白 Hz 

出力 

DC 5.0 V 1.0 A 

巧電扁度範囲 

巳む〜 3 日で 

サイズ 

AC アダプタ本体：約41 X 24 X 
巳 3 mm 

microUSB ケースレ：約1 200 mm 


■ステレオイヤホン7イク 


イヤホン部プラグ 

ステレオ S ニフラグ 
(丸型、直径3.日 mm 、 3極） 

イヤホンの 

インピーダンス 

16 Q ( IkHz ) 

イヤホン部 
最大入力 

2日 mW 

マイク部プラグ 

microUSB プラグ 

イヤホン部音圧 

113服 

イヤホン部 
再生周渡数帯域 

20〜20白00 Hz 

コードの 長さ 

イヤあン部：約日 00 mm 
マイク部；約700 mm 


参定格/仕様および外観は、性能向上のため予告な<変更すること 
ぴあ〇ます。 


巧証とアフターサービス 


■な話について 

本機をお買い上げいただいた場合はな証書が付いて 

おりまず。 

♦お買い上げ店名、お M い上げ曰をご確認ください。 

•内容をよくお読みの上、大切に保管してくださし、。 

♦保記期間は、な証書をご覧<ださい。修理を依頼 
される場合、お問い合わせ巧（なお問い合わせ巧 
—責）または最寄りのソフトバンクショップへご 
相談ください。その際で去るだけ詳しく異常のが 
態をお聞かせ<ださい。 

♦保記期間中は保詰書の記載内容に基づいて修理い 
たします。 

♦保証期間をの修理につきましては、修理により機 
能が維持でをる場合は、ご要望により有料修理い 
たします。 


本製品の故障、誤動作または不具合などにより、 
通話などの機会を逸したために、お客様、または 
第王者び受けられた損青につさましては、当社は 
責任を負いかねまずのであ6かじめご了承くださ 
し、。 

♦故障または修理により、お客様が登録/設定し 
た内容が消失/変化する場合びありまずので、 
大切な電話嘘などは控えをとっておかれること 
をおずすめしまず。なお、故障または修理の際 
に本機に登録したデータ（電話帳/画像/音楽 
など）や設定した内容び消失/変化した場合の 
損青につをましては、当巧は責任を負いかねま 
ずのであらかじめご了承<ださい。 

♦本製品を分解/改造すると、電巧まにふれるこ 
とがおります。また、改造された場合は修理を 
お引き受けできませんので、ごま意ください。 
アフターサービスについてご不明な点は、最寄り 
のソフトバンクショップまたはお問い合わせ巧 
(なお問い合わせ巧一覧）までご連経<ださい。 









































































































































































































